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【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】 

校
友
会
の
埼
玉
県
東
部
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ

い
た
ま
」
は
、
表-

1
に
示
す
よ
う
に
、
平
成
16

（
04
）
年
の
埼
玉
県
支
部
の
東
西
支
部
分
割
後

に
創
刊
し
（
初
代
支
部
長
の
故
朝
川 

仁
氏
の
も

と
に
）
、
令
和
4
年
5
月
の
発
行

（
図-

3
参
照
）
で
、
第
18
号
を
数

え
ま
す
。
私
は
、
平
成
22
（
09
）

年
の
第
6
号
（
第
2
代
の
清
宮
邦

雄
前
支
部
長
、
現
相
談
役
）
か
ら

第
13
号
（
第
3
代
の
中
里
繁
夫
支

部
長
）
以
降
第
18
号
（
令
和
4
年

発
行
）
ま
で
の
13
年
の
間
（
図-

4

参
照
）
、
支
部
会
報
の
編
集
と
印

刷
の
作
業
を
継
続
担
当
し
て
い
ま

す
*1
。
令
和
2
（
20
）
年
8
月
か

ら
は
、「
彩
の
国
さ
い
た
ま
（
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
」
も
創
刊
し
、

現
在
も
継
続
的
に
発
行
し
て
い
ま
す
（
支
部
ブ

ロ
グ
に
第
15
号
ま
で
掲
載
）
。
２
０
０
０
年
前
後

の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
（w

in
d

o
w

s

）
の
OS
（
97
、

プ
レ
ミ
ア
ム
、
２
０
０
０
、
７
、
現
在
の
OS
、
10
、

11
）
の
進
化
お
よ
び
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
解
像
度

の
向
上
は
、
著
し
く
、
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い

た
ま
」
の
写
真
の
多
用
と
支
部
会
報
の
カ
ラ
ー

化
に
も
、
容
易
に
対
応
で
き
ま
し
た
（
初
代
支
部

長
か
ら
の
ご
要
望
）
。
支
部
会
報
の
編
集
に
は
、

最
初
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
のP

u
b

lish
er

が
適
当
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
、
作
業
操
作
が

容
易
に
な
っ
て
い
たW

o
rd

の
文
章
作
成
ソ
フ
ト

を
活
用
し
ま
し
た
。 

【
支
部
会
報
の
印
刷
原
稿
作
成
（
入
力
と
編
集
）】 

支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
は
、
図-

1

の
「
原
稿
募
集
案
内
（
支
部
会
報
の
構
成
と
割

付
）」
に
示
す
「
原
稿
提
出
期
限
」「
編
集
・
印
刷
・

製
本
仕
上
が
り
等
の
日
程
」「
納
品
日
程
」
を
支

部
役
員
お
よ
び
会
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、

原
稿
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
報
の
書
式

は
、
文
章
作
成
ソ
フ
ト
（W

o
rd

）
の
印
刷
（
用
紙
）

の
向
き
を
A4
判
「
縦
」
の
三
段
組
縦
書
き
に
設
定

し
、「
ペ
ー
ジ
」「
発
行
号
数
」「（
一
社
）
東
洋
大

学
友
会
埼
玉
県
東
部
支
部
会
報
」「
発
行
年
月
日
」

を
ヘ
ッ
ダ
ー
編
集
で
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
な

お
、
印
刷
原
稿
（
カ
ラ
ー
完
全
原
稿
）
の
作
成
・

編
集
の
留
意
点
は
、
以
下
に
示
す
通
り
で
す
。 

⑴ 

「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
の
タ
イ
ト
ル
（
図-

2

参
照
）
は
、
画
像
デ
ー
タ
（
図
形
、
デ
ジ
カ
メ

写
真
な
ど
）
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
（p

o
w

er P
o

in
t

）
を
用
い
て
作
成
・
編
集
し

た
画
像
を

W
o

rd

文
書
に
貼
り
付
け
て
編
集

（
文
字
列
「
前
面
」
の
折
り
返
し
で
編
集
）
し

て
い
ま
す
。 

⑵ 

そ
の
他
の
表
題
画
像
（「
支
部
長
報
告
」「
本

部
理
事
会
の
概
況
」「
支
部
活
動
の
報
告
」「
ブ

ロ
グ
の
掲
載
情
報
」
な
ど
の
表
題
）
も
、
同
様

に
、po

w
er P

o
in

t

ソ
フ
ト
で
図
形
・
画
像
を
加

工
・
編
集
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
（
図
と
し
て

保
存
し
た
「JP

E
G

」
画
像
）。 

⑶ 

会
報
の
基
本
的
な
文
章
は
、
段
落
「
両
端
揃

え
」
で
作
成
し
、
適
宜
「
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
」

「
図
形
（
メ
モ
、
ス
ク
ロ
ー
ル
、
四
角
形
な
ど
）」

内
へ
の
入
力
（
縦
書
き
、
横
書
き
）、
貼
り
付

け
な
ど
も
活
用
し
て
い
ま
す
。 

⑷ 

写
真
な
ど
の
画
像
デ
ー
タ
や 

図
形
な
ど

は
、「
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
」（
枠
線
を
白
色
に

設
定
）
内
に
貼
り
付
け
、
文
字
列
の
折
り
返
し

を
「
四
角
形
」
に
設
定
・
編
集
し
て
作
成
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
文
字
列
を
折
り
返
す

（
画
像
な
ど
の
自
由
移
動
が
可
能
に
な
る
）

と
と
も
に
、
図
表
、
写
真
の
チ
ャ
プ
タ
ー
（
表

題
）
の
文
字
フ
ォ
ン
ト
の
サ
イ
ズ
を
同
一
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

⑸ 

一
般
の
「
図
形
」
な
ど
の
枠
線
の
色
は
、
適

宜
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
も
採
用
し
、
東
洋
大
学

の
鉄
紺
色
（
R

23
、
G

24
、
B

75
）
の
設
定

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
電
子
版
も
同
様
で
す
。 

【
支
部
会
報
の
印
刷
・
製
本
・
納
品
】 

12
ペ
ー
ジ
に
編
集
し
た
支
部
会
報
の
印
刷
原

稿
（W

o
rd

文
書
）
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
文
書
（A

D
O

B
E
 

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 

 

図-1 支部会報『彩の国さいたま』の原稿募集案内「構成と割付」 

表-1 「支部会報」の発刊履歴 

 

 

図-2 支部会報「彩の国さいたま」（第 18 号、令和
4年 5 月発行）のタイトル画像 

 

図-3 支部会報「彩の国さいたま」創刊号 
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A

C
R

O
B

A
T

な
ど
で
）
に
変
換
し
て 

完
成
さ
せ

て
い
ま
す
。
支
部
会
報
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」
の

印
刷
・
製
本
仕
上
げ
は
、
印
刷
会
社
（
本
社
都
内

大
田
区
）
の
熊
谷
営
業
所
の
担
当
者
と
メ
ー
ル

で
打
ち
合
わ
せ
た
（
印
刷
作
業
日
程
、
印
刷
確
認
、

見
積
確
認
、
納
品
日
程
、
納
品
方
法
な
ど
）
の
ち
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
送
信
原
稿
）
文
書
の
添
付
送
信
で
行
っ

て
い
ま
す
。
刷
り
上
が
り
の
印
刷
確
認
（
カ
ラ
ー

の
色
合
い
な
ど
）
は
、
一
回
と
し
ま
し
た
（
営
業

所
に
お
い
て
確
認
）。
な
お
、
印
刷
原
稿
の
校
正

は
、
印
刷
作
業
日
程
の
初
期
段
階
に
、
印
刷
原
稿

（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
の
ぺ
ー
ジ
差
し
替
え
の
メ
ー
ル
送

受
信
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
１
２
０
０
部
（
第
18

号
）
の
仕
上
が
り
支
部
会
報
の
納
品
は
、
校
友
会

本
部
事
務
局
（
甫
水
会
館
）
へ
の
印
刷
会
社
の
持

込
み
契
約
と
し
ま
し
た
（
支
部
会
報
の
私
の
手

元
へ
の
予
備
：
５
０
～
１
０
０
部
）。
支
部
会
報

の
「
納
品
書
＆
請
求
書
」
は
、
印
刷
会
社
営
業
所

で
、
直
接
受
け
取
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
読
み
込
ん
だ
文

書
を
支
部
の
会
計
担
当
者
に
メ
ー
ル
送
信
し
て

い
ま
す
。 

【
IT
時
代
に
お
け
る
支
部
会
報
の
展
望
】 

 

IT
時
代
に
お
け
る
『
支
部
会
報
』
に
つ
い
て
は
、

支
部
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
第
12
号
（
図-

5
参
照
）
*1

に
記
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、『
支
部
会
報
』
が
会

員
の
皆
様
に
一
年
間
の
東
洋
大
学
の
動
向
や
同

校
友
会
の
支
部
活
動
な
ど
を
届
け
る
機
関
紙
で

す
の
で
、
情
報
交
換
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
IT

時
代
に
お
け
る
会
員
へ
の
支
部
活
動
の
情
報
発

信
は
、「
即
時
性
」「
即
応
性
」
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
当
支
部
で
は
、
令
和
2
（
20
）
年
8
月
に
、

年
間
4
～
5
回
発
行
で
、
二
頁
構
成
の
「
彩
の

国
さ
い
た
ま
」（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
）
の
編

集
を
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
ら

は
、
校
友
会
HP

の
「
支
部
ブ
ロ

グ
」
を
活
用
し

て
直
ぐ
に
配

信
さ
れ
、
会
員

の
皆
様
が
閲

覧
で
き
ま
す

（
支
部
ブ
ロ

グ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ

文
書
で
リ
ン
ク
掲
載
）。
将
来
的
に
は
、
卒
業
生

が
閲
覧
で
き
る
校
友
会
HP
と
と
も
に
、
添
付
の

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
電
子
版
な
ど
）
Ｐ
Ｄ
Ｆ
文
書

の
会
員
限
定
閲
覧
（
登
録
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
）
の

組
み
込
み
設
定
の
構
築
に
よ
っ
て
、『
支
部
会
報
』

の
電
子
化
配
信
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
校
友
会
HP
に
添
付
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
文
書

は
、
卒
業
生
の
正
会
員
（
校
友
会
費
納
入
者
）
に

限
定
し
て
閲
覧
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
登
録
ID

は
、
卒
業
生
登
録
番
号
、
登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
校
友

会
事
務
局
か
ら
閲
覧
希
望
の
登
録
会
員
（
正
会

員
）
に
毎
年
配
信
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
（
終
身
会
費
納
入
の
正
会
員
に
は
、
パ
ス
ワ

ー
ド
の
数
年
配
信
で
も
と
思
い
ま
す
が
！
）。 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

 

最
近
の
IT
に
よ
る
情
報
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た

多
様
な
「
伝
達
交
換
シ
ス
テ
ム
」（F

aceb
o

o
k

や

そ
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
）
も
、
若
い
校
友
の
皆
様
が

中
心
に
な
っ
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
小
ブ
ラ
ン
チ
の
構
築
伝
達
も
！

 

 

図-4 既往発行の支部会報「彩の国さいたま」の一例（第 6～18号、編集担当：黒井） 

 
図-5 支部会報「彩の国さいたま」（リーフレット電

子版）第 12号（2020.1.7） 

*1 『支部会報』の発行の目的とその歴史、「彩の国さいたま」
（リーフレット電子版）第 12 号（支部ブログ 2022.1.7 掲載） 
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